
MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの
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MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する情報
ロードバランシングは、個々のルーターに過度の負荷がかからないようにトラフィックを分散

します。IMPLSレイヤ 3ネットワークでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使
用することにより、ロードバランシングを実現します。ルーティングテーブルに複数の iBGP
パスがインストールされている場合、ルートリフレクタは 1つのパス（ネクストホップ）だ
けをアドバタイズします。ルータがルートリフレクタの背後にある場合、マルチホームサイ

トに接続されているすべてのルートは、別のルート識別子が仮想ルーティングおよび転送イン

スタンス（VRF）ごとに設定されていない限り、アドバタイズされません。（ルートリフレク
タは学習したルートをネイバーに渡すことで、すべての iBGPピアをフルメッシュにしなくて
もすむようにします）。

iBGPロードバランシング
ローカルポリシーが設定されていない BGP対応ルーターが、同じ宛先の内部 BGP (iBGP)か
ら複数のネットワーク層到達可能性情報 (NLRI)を受信すると、ルーターは 1つの iBGPパスを
最適パスとして選択し、その IPルーティングテーブルに最適パスをインストールします。
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iBGPロードバランシングにより、BGP対応ルータは、宛先への最適パスとして複数の iBGP
パスを選択し、IPルーティングテーブルに複数の最適パスをインストールできます。

eBGPロードバランシング
ルータは、1つのプレフィックスに対し、ネイバー自律システムから 2つの同一 eBGPパスを
学習した場合、ルート IDが小さいパスを最良パスとして選択します。この最良パスが IPルー
ティングテーブルにインストールされます。eBGPロードバランシングをイネーブルにする
と、ネイバー自律システムから複数の eBGPパスを学習したときに、最良パスを 1つ選択する
のではなく、複数のパスを IPルーティングテーブルにインストールします。

パケットスイッチング中には、スイッチングモードに応じて、複数のパス間でパケット単位

または宛先単位のロードバランシングが実行されます。

Layer 3 VPNロードバランシング
eBGPおよび iBGPの両方に対するロードバランシング機能を使用すると、マルチホーム自律
システムおよびプロバイダーエッジ（PE）ルータで、外部 eBGP（eBGP）および iBGPマルチ
パスの両方にわたってトラフィックを配信するように設定できます。

レイヤ 3 VPNロードバランシングは、PEルーターとVPNで IPv4と IPv6をサポートします。

BGPは、許可される最大数のマルチパスまでインストールします。BGPは、最良パスアルゴ
リズムを使用して、最良パスとして 1つのパスを選択し、その最良パスをルーティング情報
ベース（RIB）に挿入し、最良パスを BGPピアにアドバタイズします。ルータは他のパスを
RIBに挿入できますが、1つのパスだけを最適なパスとして選択します。

レイヤ 3 VPNは、パケットごと、または送信元または宛先のペアごとにロードバランシング
を行います。ロードバランシングを有効にするには、eBGPパスと iBGPパスの両方をインポー
トする VPNルーティングおよび転送インスタンス（VRF）を含むレイヤ 3 VPNでルータを構
成します。VRFごとに個別にパスの数を設定できます。

次の図は、BGPを使用するMPLSプロバイダーネットワークを示しています。この図では、
2つのリモートネットワークが PE1と PE2に接続されており、どちらも VPNユニキャスト
iBGPピアリング用に設定されています。ネットワーク 2は、PE1および PE2に接続されてい
るマルチホームネットワークです。またネットワーク 2は、ネットワーク 1とのエクストラ
ネット VPNサービスが設定されています。ネットワーク 1とネットワーク 2は両方とも、PE
ルータを使用した eBGPピアリングが設定されています。
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図 1 : BGPを使用したプロバイダーMPLSネットワーク

PE1を設定して、iBGPパスと eBGPパスの両方をマルチパスとして選択し、これらのパスを
ネットワーク1のVPNルーティングおよび転送インスタンス（VRF）にインポートして、ロー
ドバランシングを実行できます。

トラフィックは次のように分散されます。

•ネットワーク 2から PE1および PE2に送信される IPトラフィックは、IPトラフィックと
して eBGPパスを経由して送信されます。

• PE1から PE2に送信される IPトラフィックは、MPLSトラフィックとして iBGPパスを介
して送信されます。

• eBGPパスを介して送信されるトラフィックは、IPトラフィックとして送信されます。

ネットワーク2からアドバタイズされているすべてのプレフィックスは、ルート識別子（RD）
21と RD22を経由し、PE1によって受信されます。

• RD21を経由するアドバタイズメントは IPパケットに伝送されます。

• RD22を経由するアドバタイズメントはMPLSパケットに伝送されます。

ルータは両方のパスを VRF1のマルチパスとして選択でき、これらのパスを VRF1 RIBにイン
ストールできます。

ルートリフレクタを使用したレイヤ 3 VPNロードバランシング

ルートリフレクタは、PEルータでのセッション数を減らし、レイヤ 3 VPNネットワークの拡
張性を向上させます。ルートリフレクタは、PEルータとピアリングするために、受信したす
べての VPNルートを保持します。異なる PEでは、異なるルートターゲットタグ付き VPNv4
およびVPNv6ルートが必要になる場合があります。ルートリフレクタはまた、VRF設定が変
更されたときに特定のルートターゲットのリフレッシュを PEに送信する必要がある場合があ
ります。すべてのルートを保存すると、ルートリフレクタのスケーラビリティ要件が増大しま

す。ルートリフレクタはルートターゲットコミュニティの定義済みのセットを持つルートだ

けを保持するように設定できます。
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さまざまなVPNセットにサービスを提供するようにルートリフレクタを設定し、PEで設定さ
れた VRFにサービスを提供するすべてのルートリフレクタとピアリングするように PEを設
定できます。PEが、まだルートを保持していないルートターゲットを使用して、新しい VRF
を設定すると、このPEはルートリフレクタに対してルート更新要求を発行し、関連するVPN
ルートを取得します。

下の図に、3つの PEルータと 1つのルートリフレクタを含むトポロジを示します。これらす
べてには、iBGPピアリングが設定されています。PE 2と PE 3はそれぞれ、PE 1への等プリ
ファレンス eBGPパスをアドバタイズします。デフォルトでは、ルートリフレクタは 1つのパ
スだけを選択し、PE 1にアドバタイズします。

ルートリフレクタは転送パスに存在する必要はありませんが、マルチホームの VPNサイトに
固有のルート識別子（RD）を設定する必要があります。

（注）

図 2 :ルートリフレクタを配置したトポロジ

PE1への等価プリファレンスパスのすべてがルートリフレクタを経由してアドバタイズされ
るためには、異なる RDを使用して各 VRFを設定する必要があります。ルートリフレクタに
よって受信されたプレフィックスは別々に認識され、PE 1にアドバタイズされます。

レイヤ 2ロードバランシングの併用

レイヤ 2 VPNで必要とされるロードバランシング方式は、レイヤ 3 VPNで使用される方式と
は異なります。レイヤ 3VPNおよびレイヤ 2VPNの転送は、2つの異なるタイプの隣接関係を
使用して個別に実行されます。レイヤ 2 VPNで別のロードバランシング方式を使用しても、
転送は影響を受けません。

レイヤ 2 VPNの場合、入力 PEではロードバランシングがサポートされません。（注）
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BGP VPNv4マルチパス
BGP VPNv4マルチパス機能は、自律システムボーダールーター（ASBR）からマルチプロト
コルラベルスイッチング（MPLS）クラウドネットワーク内のプロバイダーエッジ（PE）デ
バイスに向かって流れるトラフィックの等コストマルチパス（ECMP）を実現するのに役立ち
ます。プレフィックスとMPLSラベルの数が少なくなります。この機能は、eBGPパスと iBGP
パスの両方にマルチパスの最大数を設定します。この機能は、MPLSトポロジの PEデバイス
およびルートリフレクタで設定できます。

デュアルホームのカスタマーエッジ (CE)デバイスが 2つの PEデバイスに接続されており、
ASBR-2から CEデバイスへのトラフィックフローで両方の PEデバイスを利用する必要があ
るシナリオを考えてみます。

現在、次の図に示すように、各PEの仮想ルーティングおよび転送（VRF）機能は、個別のルー
ト識別子（RD）を使用して構成されています。CEデバイスは、BGPIPv4プレフィックスを生
成します。PEデバイスは 2つの個別の RDで構成され、CEデバイスによって送信される BGP
IPv4プレフィックスに対して 2つの異なる VPN-IPv4プレフィックスを生成します。ASBR-1
は両方の VPN-IPv4プレフィックスを受信し、ルーティングテーブルに追加します。ASBR-1
は、Inter-ASオプション Bラベル、Inlabel L1および Inlabel L2を両方の VPNルートに割り当
て、両方のVPNルートをASBR-2にアドバタイズします。両方の PEデバイスを使用してトラ
フィックフローを維持するには、ASBR-1で 2つの Inter-ASオプション Bラベルと 2つのプレ
フィックスを利用する必要があります。これにより、サポートできるスケールは制限されま

す。

図 3 :個別のルート識別子を使用して構成された各 PEでの仮想ルーティングおよび転送（VRF）

図 22-4に示すように、BGP VPNマルチパス機能を使用すると、両方の PEデバイスの VRFが
同じRDを使用できるようになります。このようなシナリオでは、ASBR-1は両方のPEデバイ
スから同じプレフィックスを受信します。ASBR-1は、受信したプレフィックスに1つの Inter-AS
オプション Bラベル、Inlabel L1のみを割り当て、VPNルートを ASBR-2にアドバタイズしま
す。この場合、両方の PEデバイスを使用するトラフィックフローが ASBR-1の 1つのプレ
フィックスとラベルだけで確立されるため、スケール性が強化されます。
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図 4 :両方の PEデバイスで VRFが同じ RDを使用できるようにする

BGPコストコミュニティ
BGPコストコミュニティは非推移的な拡張コミュニティ属性で、iBGPおよびコンフェデレー
ションピアには渡されますが、eBGPピアには渡されません。（コンフェデレーションは、同
じ自律システム番号を使用して外部ネットワークと通信する、iBGPピアからなるグループで
す）。BGPコストコミュニティ属性には、コストコミュニティ IDとコスト値が含まれます。
BGPコストコミュニティ属性を設定することにより、ローカルの自律システムまたはコンフェ
デレーションにおける BGPベストパス選択プロセスをカスタマイズできます。コミュニティ
IDとコスト値を使用して、ルートマップにコストコミュニティ属性を設定します。BGPは、
コミュニティ IDが最小のパスを優先します。コミュニティ IDが同一の場合には、BGPコス
トコミュニティ属性のコスト値が最小のパスを優先します。

同一の宛先に向かう複数のパスが使用可能な場合、BGPはベストパス選択プロセスを使用し
て、どのパスがベストであるかを決定します。複数の等コストパスが使用可能な場合、ユー

ザーは、特定のパスが優先されるよう設定することができます。

iBGPのアドミニストレーティブディスタンスは、ほとんどの内部ゲートウェイプロトコル
（IGP）のディスタンスよりも悪いため、ユニキャストルーティング情報ベース（RIB）は、
プロトコルまたはルートの通常のディスタンスまたはメトリック比較を使用する前に、同じ

BGPコストコミュニティ比較アルゴリズムを適用する場合があります。。iBGPを介して学習
された VPNルートは、ローカルで学習された IGPルートよりも優先されます。

コスト拡張コミュニティリンク属性は、拡張コミュニティ交換が有効な場合、iBGPピアに伝
播します。

BGPコストコミュニティによるベストパス選択プロセスへの影響

BGPベストパス選択プロセスは、挿入ポイント（POI）においてコストコミュニティ属性の
影響を受けます。POIは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）メトリック比較に準拠します。
同一の宛先に向かう複数のパスを受信したとき、BGPはベストパス選択プロセスを使用して、
いずれのパスがベストパスであるかを決定します。ベストパスは BGPにより自動的に決定さ
れ、ルーティングテーブルにインストールされます。複数の等コストパスが使用可能な場合、
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POIで個別のパスにプリファレンスを割り当てることができます。ローカルのベストパス選択
で POIが有効でない場合は、コストコミュニティ属性は暗黙的に無視されます。

コストコミュニティ属性を使用して、同一の POIに対し複数のパスを設定できます。最も低
いコストコミュニティ IDを持つパスが最優先で検討されます。特定の POIに対するすべての
コストコミュニティパスは、最も低いコストコミュニティ IDを持つパスから考慮されて行
きます。コストコミュニティを持たないパス（POIでコミュニティ IDが評価されるもの）に
は、デフォルトのコミュニティコスト値が割り当てられます。

POIでコストコミュニティ属性を適用することで、ローカルの自律システムまたはコンフェデ
レーションにおける任意の部分にあるピアを起点とするか、このピアで学習したパスに、値を

割り当てることができるようになります。ルータは、コストコミュニティを、最適パス選択プ

ロセス中の「タイブレーカー」として使用できます。同一の自律システムまたはコンフェデ

レーション内部の個別の等コストパスに対し、コストコミュニティのインスタンスを複数設

定できます。たとえば、複数の等コスト出口ポイントを持つネットワーク内の特定の出口パス

に低コストのコミュニティ値を適用することができます。BGP最良パス選択プロセスでは、そ
の特定の出口パスを優先します。

コストコミュニティおよび EIGRP PE-CEとバックドアリンク

バックドアリンクが最初に学習された場合、BGPは拡張内部ゲートウェイプロトコル（EIGRP）
レイヤ3VPNトポロジのバックドアリンクを優先します。バックドアリンクまたはルートは、
遠隔地とメインサイト間のレイヤ 3 VPNの外で設定される接続です。

BGPコストコミュニティの「準最適パス」挿入ポイント（POI）は、VPNおよびバックドア
リンクが混在する EIGRPレイヤ 3 VPNネットワークトポロジをサポートします。この POIは
BGPに再配布される EIGRPルートに自動的に適用されます。準最適パス POIは、EIGRPの
ルートタイプおよびメトリックを伝送します。この POIは、BGPがその他のあらゆる比較ス
テップの前にこの POIを考慮するように設定することで、ベストパス計算プロセスに影響を
及ぼします。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの前提条件
MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングには、次の前提条件があります。

• MPLSと L3VPN機能をイネーブルにする必要があります。

• MPLSの正しいライセンスをインストールする必要があります。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する注意事
項と制限事項

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシング設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。
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• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングは、N9K-X9636C-R、N9K-X9636C-RX、および
N9K-X9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508プラットフォームスイッチで
設定できます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降であれば、MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングは、
Cisco Nexus 9364C-GX、Cisco Nexus 9316D-GX、および Cisco Nexus 93600CD-GXスイッチ
では IP ACLを設定できます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降では、ポートチャネルロードバランシングでスイッ
チのmplsロードバランシングを構成できます。この機能は、CiscoNexus 9300 -EX/FX/FX2/
FX3/GX/GX2 TORおよび EORプラットフォームスイッチでサポートされます。構成に関
する詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSインターフェイス構成ガイド』
を参照してください。

• Cisco Nexus 9348GC-FX3PHスイッチには、ポート 41〜 48の半二重による機能制限があ
ります。

•ルータがルートリフレクタの背後にあり、マルチホームサイトに接続されている場合、
VRFごとに異なるRDを持つ別個のVRFが設定されない限り、アドバタイズされません。

•複数の iBGPパスがある BGPプレフィックス用の各 IPルーティングテーブルエントリ
は、追加メモリを使用します。ルータの使用可能なメモリ量が小さい場合や、ルータがフ

ルインターネットルーティングテーブルを伝送している場合は、この機能の使用はお勧

めしません。

•バックドアリンクが存在し、EIGRPが PE-CEルーティングプロトコルである場合は、
BGPコストコミュニティを無視しないでください。

• N9K-X9636Q-Rおよび N9K-X9636C-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508プラット
フォームスイッチでは最大16KのVPNプレフィックスがサポートされ、N9K-X9636C-RX
ラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508プラットフォームスイッチでは最大 470Kの
VPNプレフィックスがサポートされます。

• 4K VRFがサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.1(1)以降、Cisco Nexus 9300-FX2、9300-GX、9300-GX2プラット
フォームスイッチでは、mpls ip転送が有効になっているインターフェイスでパケットが
受信された場合の dot1qタグの追加または削除はサポートされていません。以前のリリー
スで、CLI feature mpls segment-routingが有効になっている場合、またはmpls load-sharing
[ label-only | [ label-ip]が設定されている場合、dot1qタグの追加または削除はサポートさ
れていません。

• Cisco Nexus 9300-EX、9300-FX、9300-EX-LC、9300-FX-LC、および N9K-C9364C、
N9K-C9508-FM-E2、N9K-C9516-FM-E2、および N9K-C9332Cプラットフォームスイッチ
で、CLI feature mpls segment-routingが有効になっている場合、または mpls load-sharing
[ label-only | [ label-ip]が設定されている場合、dot1qタグの追加または削除はサポートさ
れていません。

• Cisco Nexus 9300-EXおよび 9300-EX-LCプラットフォームスイッチでは、mplsラベルま
たは SRC/DST-IPに基づくポートチャネルおよび ecmpロードシェアリングは、CLI mpls

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
8

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する注意事項と制限事項



load-sharing label-ipが設定されている場合でも機能しません。ただし、label-onlyは機能
します。

• VXLAN BUMトラフィックは、mplsロードバランシングが有効になっている純粋な L2
スイッチを通過してはなりません（mpls load-sharing [ label-only | [ label-ip]）。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングのデフォルト設
定

次の表に、MPLSレイヤ3VPNロードバランシングパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 :デフォルトのMPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングパラメータ

デフォルトパラメータ

無効レイヤ 3 VPN機能

128BGPコストコミュニティ ID

2147483647BGPコストコミュニティコスト

1最大マルチパス

ディセーブルBGP VPNv4マルチパス

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定

eBGPおよび iBGPの BGPロードバランシングの設定
eBGPネットワークまたは iBGPネットワークのレイヤ 3 VPNロードバランシングを設定でき
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# feature-set mpls

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 3

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 1.1

switch(config-router)#

ステップ 5

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

（オプション）BGPベストパス計算の
コストコミュニティを無視します。

bestpath cost-community ignore
remote-as as-number

例：

ステップ 6

switch(config-router)# bestpath
cost-community ignore#

IPルーティングセッションを設定する
ために、アドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードに入ります。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-router-af)#

許可されるマルチパスの最大数を設定

します。ibgpキーワードを使用して、
maximum-paths [ bgp ] number-of-paths

例：

ステップ 8

iBGPロードバランシングを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 16です。

switch(config-router-af)#
maximum-paths 4

（任意）BGPの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 9

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
show running-config bgp

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

BGPv4マルチパスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

ルータに割り当てる自律システム（AS）
番号を入力し、ルータ BGPコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 2

switch(config-router)#

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準 VPNv4
address-family vpnv4 unicast

例：

ステップ 4

アドレスプレフィックスを使用する、switch(config-router)# address-family
vpnv4 unicast BGPなどのルーティングセッションを

設定します。
switch(config-router-af)#

eBGPパスと iBGPパスの両方のための
BGP VPNv4マルチパスの最大数を指定

maximum-paths eibgp parallel-paths

例：

ステップ 5

します。指定できる範囲は 1～ 32で
す。

switch(config-router-af)# maximum-paths
eibgp 3

MPLS ECMP負荷共有の設定
Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、ラベルに基づいてMPLS ECMP負荷共有を設定できます。
この機能は、Cisco Nexus N9K-X9700-EXおよび N9K-X9700-FXラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9200、Cisco Nexus 9300-EX、Cisco Nexus 9300-FX、および Cisco Nexus 9500プラット
フォームスイッチでサポートされています。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
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CiscoNX-OSリリース 9.3(3)以降、この機能はCiscoNexus 9364C-GX、CiscoNexus 9316D-GX、
および Cisco Nexus 93600CD-GXスイッチでサポートされています。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# feature-set mpls

mplsラベルに基づいて負荷共有を設定
します。label-onlyオプションはラベル

mpls load-sharing [ label-only | [ label-ip]

例：

ステップ 3

に基づいて負荷共有を設定し、label-ipswitch(config)# mpls load-sharing
label-only オプションはラベルと IPアドレスに基

づいて負荷共有を設定します。switch(config)# mpls load-sharing
label-ip

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4

MPLS ECMP負荷共有の確認
ECMP負荷共有の設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

表 2 : MPLS ECMP負荷共有設定の確認

目的コマンド

mplsハッシュに使用されるラベルの数と、ハッ
シュに使用される IPフィールドを表示しま
す。

show mpls load-sharing

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定例

例：MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシング
次に、iBGPロードバランシングを設定する例を示します。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
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configure terminal
feature-set mpls
feature mpls l3vpn
feature bgp
router bgp 1.1
bestpath cost-community ignore
address-family ipv6 unicast
maximum-paths ibgp 4

例：BGP VPNv4マルチパス
次の例は、最大 3つの BGP VPNv4マルチパスを設定する方法を示しています。
configure terminal
router bgp 100
address-family vpnv4 unicast
maximum-paths eibgp 3

例：MPLSレイヤ 3 VPNコストコミュニティ
次の例は、BGPコストコミュニティを設定する方法を示しています。
configure terminal
feature-set mpls
feature mpls l3vpn
feature bgp
route-map CostMap permit
set extcommunity cost 1 100
router bgp 1.1
router-id 192.0.2.255
neighbor 192.0.2.1 remote-as 1.1
address-family vpnv4 unicast
send-community extended
route-map CostMap in

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定
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